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代表弁護士　井口　博（第二東京弁護士会所属）

来年度狛江市内に事務所開設予定

東京ゆまにて法律事務所東京ゆまにて法律事務所
狛江駅から成城学園前駅まで３分・駅南口から徒歩１分

世田谷区成城2-40-5ヴェルドミール成城901号

☎03-3416-4371☎03-3416-4371
（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）
ホームページ

▲

http://yumanite.jimdo.com/

●代表弁護士は元大阪地裁判事。前司法試験考査委員●成城で事務所開設10
年。所属弁護士3名。市民相談900件以上●相続・遺言・後見を中心に、離婚・不動
産・金銭貸借・雇用・多重債務などあらゆる法律問題の相談をお受けします●法律
相談は初回（30分）無料。夜間・休日の相談はお電話で。

「狛江郷土カルタ」
原画44枚が完成

狛江の魅力を絵と句で表した「狛
江郷土カルタ」の制作が進められて
いる。
多摩・島しょわがまち活性化事業の

「まちの魅力」活用事業として平成
27年度から3年計画で進められてい
るもので、狛江市の歴史や文化財な
どを題材としたカルタを作成し、学校
などで活用することで、市民にまちの
魅力を再発見してもらうのが目的。
27年度はカルタの読み句の作成が

行われ、市民や小・中学生などから寄
せられた読み句から44句を選んだ。
今年度は、読み句を元にして絵札
の作成が行われ、「絵手紙発祥の地－
狛江」実行委員会（曽根嘉七委員長）
の委員8人が担当。8月から手分け
して絵の制作にあたり、4カ月がかり
で原画をかき上げた。読み句には史

跡や寺院、文化
財など実在するも
のだけでなく、伝
説や歴史上の人物なども入っている
ため、委員たちは現地に出かけたり、
資料を調べたりしてかいたが、「実際
に見られないものは、自分なりにイメ
ージをつかむのに苦労しました」と話
し、「ずっと残るものなので緊張しま
した」「狛江の歴史を学び直すきっか
けになりました」と話している。
カルタは今年度中に完成の予定。
問い合わせ☎3430-1111狛江市
教育委員会社会教育課。

絵札を描いた実行委員たち

8日にこまえ初春まつり
多摩川緑地公園グランド
新年の幕開けをホットに祝
う「こまえ初春まつり」が8

ドで開催される。
このまつりは、それまで
別々に開かれていた新春のイ
ベントを多くの人で盛り上げ
ようと、平成27年から同日
に隣接した会場で催すことに
なった。
当日は、狛江市消防団出
初式（午前10時30分開式）、

第47回狛江多摩川ロード
レース大会（9時15分開会
式）、どんど焼（10時点火）
に加え、狛江産野菜の豚汁無
料配布（11時から）、警察・
消防・自衛隊等のブース、小
田急電鉄の展示・体験ブース、
オリンピック・パラリンピッ
ク特設ブースがそれぞれ10
時から正午まで開設、はしご
車体験乗車（10時整理券配
布、先着15組）、ポンプ車体
験乗車（10時45分から）が
行われ、イベントを盛り上げ
る。また、クイズ・スタンプ
ラリーやサブ会場のむいから
民家園で昔遊び体験も行われ
るなど、親子で楽しめる内容
となっている。
問い合わせ☎3430-1111
狛江市秘書広報室。
生涯学習ガイドブック

『こまなび』改訂版を発行

狛江市は、市内の生涯学習
団体の情報をまとめた生涯学
習ガイドブック『こまなび』
の平成28年度版を2月に発
行する。

インターネット版の
生涯学習サイト「こ
まなび電子版」（URL
＝http://komae.
manabi365.net/）
の情報を収録するもの
で、サイトの掲載情報
に変更がある団体は

を訂正するよう、担当

の地域活性課では呼びかけて
いる。
なお、「こまなび電子版」
のメンテナンス作業のため、

午後5時までログインができ
なくなる。情報の登録・更新・
承認や各種管理作業ができな
くなるため、注意が必要（閲
覧は可能）。
作業終了後は、会員IDの
任意文字列への変更（４文字
以上）、アカウントロック機
能が追加される。
問い合わせ☎3430-1111
狛江市地域活性課コミュニ
ティ文化係。

2月5日にセミナー
「安心な生活」テーマに
狛江市町会・自治会連合会

（受付1時）～3時30分に狛
江市町会・自治会連合会セミ
ナー「安心な生活のために！
　成年後見と悪質商法」をエ
コルマホール6階展示・多目
的室で催す。
第1部は「成年後見制度に
ついて知ろう！」と題して
城南信用金庫の吉原毅さん
が、自身の代わりに財産を守
る成年後見人について解説す
る。第2部は「落語と漫才で
楽しく！悪質業者を追い出そ
う」と題して落語家立川平林
さん、「漫才出前寄席ユニッ
トアクトリー」が「押し買い」
や「体験談商法」などの消費

者被害に遭わ
ない方法を笑
いをまじえて
具体的に紹介
する。
定員は100人（先着順）で、

込みを受け付ける。
申し込み・問い合わせ☎
3430-1111同会事務局（狛
江市地域活性課コミュニティ
文化係内）。

ロケ物件登録等説明会
20日まで参加を受付
狛江市観光協会では、映画
やテレビドラマの撮影の誘致
や市内ロケ地のPR等のため、
狛江ロケーションサービスと
いう事業を立ち上げた。
今回、撮影誘致による地域
活性化やメリットを伝える

30分から市防災センターで
開催する。また、説明会終了
後、撮影可能な物件やロケ弁
の販売が可能な飲食店の登録
受け付けを行う。
対象は①市内に物件(会社・
店舗・自宅等)を所有する人
②撮影隊への弁当の販売に関
心のある市内の飲食店。※定
員30人(うち、事業者以外の
人は10人まで)。

でに電話で☎3430-1111
狛江市観光協会事務局（狛江
市地域活性課狛江の魅力発信
担当）へ。

昨年のどんど焼

昨年のロードレース

年間を通じて流通している
キャベツは、原産地の地中
海沿岸では冬が旬。日本で
は品種改良によって夏を除き
年２、3回出荷できるように
なった。市内でも多くの農家
が寒玉キャベツ（冬）や春キ
ャベツなどを栽培している。
駒井町の伊庭毅さん（84）
方では、約1㌃の畑に寒さに
強い「しずはま2号」の種子
を8月下旬にまき、途中で追
肥を2回施して、12月下旬
から1月にかけて直売する。
晩秋から初冬の生長期はチ

ョウなどの食害も少なく、
栽培しやすいが、ことしは9
月の長雨の影響で生育がや
や遅れ気味だという。
寒玉キャベツは、春キャベ
ツと比べ葉の巻き方がしっか
りとして、葉がやや堅めで厚

いが、寒さで甘みが増
し、生食だけでなく、
加熱する料理に
も適している
のが特長。
伊庭さん方

は、江戸時代
から狛江に住み、

「タタミヤ」と
いう屋号から何代

か前に畳を作っていたと
思われるという。2、３
代前から専業農家にな
り、水田のほか、ナシ
やモモなどの果樹も栽
培していた。40数年前
に農業用の水が減った

ため、野菜
の栽培に切
り替え、市
場へ出荷す
るようになった。現在は、約
30㌃の畑で季節の野菜を30
種ほど妻の恵美子さんと2人
で栽培、約20年前から自宅

の庭先で販売して
いる。「余った野菜
を知人にあげて喜
ばれたのがきっか
けで庭先販売を始
めました。おいし
いと言ってもらえ
るとうれしいです」
と話している。伊庭さん

旬菜菜キャベツ
原産地では冬が旬　加熱調理に向いた寒玉

狛江市観光写真コンクール
31日まで作品を募集

キラリと光る狛江の魅力を写真を通して再発見しようと、
平成28年度狛江市観光写真コンクールが開催されている。

江市観光協会は「年齢を問わずだれでも応募できるので、ぜ
ひベストショットを気軽に送って」と呼びかけている。
このコンクールは、「発見！狛江のまち」をテーマに、多彩
な顔を持つ狛江市の魅力を多くの人に見つけてもらい、新しい
観光スポットを発掘することが目的。狛江市の自然、寺社、文

化財などの史跡、街並み
や施設などの景観、伝統
行事やイベントなど、狛
江市の魅力にあふれた写
真を募集している。
カメラの機種は不問

（スマホも可）で、作

品はプリント、データいずれも
可能。応募は事務局へ直接持
参するか郵送、データの場合
はＥメール（komaekanko@
k-press.net）でも受け付ける。
詳しくは観光協会ホームペー
ジ（http://www.komae-
kankou.jp）のほか、市役所、
公民館などで配布しているちら
しを参照。
問い合わせ☎3430-1111

（土・日・祝日・年末年始を除
く午前8時30分～午後5時）狛江市観光協会事務局（狛江
市地域活性課内）。
写真右は、平成27年度狛江市観光写真コンクール最優秀
賞・谷口幸三さん「灯ろう流し」、写真左は優秀賞・本田健
司さん「朝日を浴びた幽玄の多摩川」。


